第１回高知県産業振興計画フォローアップ委員会農業部会
日　時：平成23年8月23日（火）　14：00～17：00

場　所：こうち男女共同参画センター「ソーレ」3階大会議室
出席者：

（農業部会員）宮本修　　大山端　　戸田政克　　野村有弘　　久松朋水

三谷英子　川井由紀　八百屋市男
（県農業振興部）杉本部長　前田副部長　桜谷畜産振興監　笹岡農業政策課長
山本農地・担い手対策課長　林協同組合指導課長　二宮環境農業推進課長
西本産地・流通支援課長　石本地域農業推進課長　釣井農業基盤課長
（県産業振興推進部）井上地産地消・外商課長
================================================================================

●議題２　「産業振興計画（農業分野）における2年半の取組状況等について」
～　説明内容については省略　～

～　意見交換　～
（大山部会員）

○土佐文旦について、パートナー量販店では売れる商材として認知されたとのことだが、どの量販店か。
（産地・流通支援課長）

○東急ストア、セイミヤ、関西スーパー、おおさかパルコープ、阪急百貨店の５社。特に反応が良かったのはセイミヤで、品物が欲しいといった声もいただいている。

（宮本部会員）

○量販店とのパートナーシップについて、東急ストアやセイミヤとは、当初から趣旨や目的を説明し、取組を進めてきた。東急ストアでは1店舗から4店舗、7店舗というように、店舗数も増えている。
今後の課題としては、三点あるのではないか。一つは、量販店側から、もっと取扱店舗数を増やしたいという要望があった場合、産地側が供給量を増やし、安定供給できるかという点。二つ目は、東急ストア側あるいは我々の課題として、消費者に対して、エコシステムや特別栽培等の環境保全型の取組を感じてくれる売り方ができるかという点。三つ目は、外食産業等で使われている食材について、例えばミョウガは100ｇや50ｇのパック商品で流通しているが、外食産業で使う時にパックをはがす手間やゴミの問題が出てくる。パックではなく、1ｋｇ～２ｋｇのバラで欲しいと言われたとき、産地としてどういう対応ができるか。今後は、実需者からの要求に、産地や生産現場がどう対応できるのかが課題になってくると感じている。
（産地・流通支援課長）

○一つ目の安定供給については、産地や出荷量が限られているので、身の丈に合った取引が前提になるが、効果的な店舗展開など量販店とも話をして、双方にメリットがでる関係づくりをしていきたい。
　二つ目の環境保全型等の取組を消費者にどう伝えるかについては、大きな課題であり、今年度の事業で、新たなパッケージ等を作ることも、この課題に対応していく一つのきっかけと考えている。「高知県の野菜はこういうものである」ということを、最終消費者にどう伝えていくかについては、100％の答えを持っているわけではないが、近づけるよう取り組んでいきたい。
　三つ目の産地がどう消費ニーズに応えていくかについては、ＰＢへの対応も一つの選択肢として考えている。この場合も、相手の要求する荷姿、ニーズへの対応が必要であり、今後、農業団体と具体を議論して取り組んでいく必要があると思っている。これまで、高知県の流通はプロダクトアウトで進んできたが、今後は消費者ニーズに応えることが必要と考えているので、そういったことも検討しながら取組を進めていきたい。
（三谷部会員）

○成果が出ていると思って説明を聞かせていただいた。新規就農者の年齢の内訳はどのようになっているか。

（農地・担い手対策課長）

○Ｈ22年度は、新規就農者197名のうち新規学卒者13名、Ｕターン115名、Ｉターン69名。Ｉターンのうち、県外出身者は15名となっている。年齢については、平均年齢が36.5歳。一番多いのが20代で、69名。次に多い30代が60名。60代以上は、17名となっている。
（三谷部会員）

○品質の確保が、マーケットを拡大するうえでは重要視されると思う。卵の賞味期限には決まりがないように思うが、高知県としての考えなどはあるのか。
（畜産振興監）

○土佐ジローは採卵日を商品に記載している。ほとんどの場合、採卵後に直販所で流通しており、賞味期限は採卵日から7～10日程度ではないかと考えるが、明確な基準はないと思う。

（久松部会員）
○養鶏の取組は、当初、目標設定が高すぎるのではないかと思っていたが、特に土佐はちきん地鶏は在庫がない状況との説明があり、よく頑張っていると思う。これからさらに産業として伸ばすには、生産と販売のどちらに課題があると考えているか。

（畜産振興監）

○Ｈ22年度の出荷実績が7万羽。10万羽は流通させることができると考えている。今は、生産サイドに課題があると考え対応しているが、時間はかかる。将来的に生産技術が整った時に、流通・販売にさらに力を入れないといけないと考えている。

（久松部会員）

○生産側の一番の課題はなにか。

（畜産振興監）

○一つは、生産に携わる方が素人からスタートし、段階を経て技術を身につけてきている。今は、まだその途中経過の段階にあるということ。また、母親となる種鶏は、ブロイラー系の鶏を使っているが、同じ白色プリマスロックでも系統がある。これまで、いろいろな事情で系統を変えてきた経緯があり、そのなかで取扱いにくさの問題がある。生産効率についても、目標よりも余分に餌を給与しており、コスト面での課題が残っている。これらの課題については、現在対応をしているところ。
（川井部会員）

○米について、「南国そだち」を進める一方で、「ナツヒカリ」が作りやすいという説明があったが、採種をしている生産者の一人として気になることがある。生産者が作りたい品種と、気候の変化等の問題も踏まえて県が薦めたい品種にミスマッチがあるのではないか。

また、美味しい地域ブランド米が少しずつ出てきているのは良いことではあるが、県外品種である「にこまる」など様々な品種がある。消費者が、本当のお米の美味しさが分からなくなっているのではないか、ブランドに振り回されているのではないかと感じる。

○土佐茶の取組は、とても評価している。これまでは、県内の方でも、高知県にいろんなお茶があることを知らない人が多かった。ペットボトルで土佐茶の緑茶や番茶がすぐ手に入るようになり、高知県はお茶の生産地ということがＰＲできている。また、県外の方にも、土佐茶カフェに行けば土佐茶が飲めるとすぐに紹介できる。県内緑茶消費量の県内産シェアの目標については、60％からもっと目標を上げて、宣伝していけば良のではないかと思っている。
○畜産は、県が力を入れてＰＲをしてくれていることがひしひしと伝わってくるが、なかなか生産者の収入となって現れてこないところに歯痒い思いがある。生産者も含め、関係者が一体となって取り組まないといけないと思っている。みんなで情報交換しながらやりたい。

（環境農業推進課長）

○一つ目の米生産者と採種農家とのマッチングについて、県内の主要な品種は、県内供給しているが、品種の動向を予想して採種用品種の栽培をお願いしている。南国そだちが、当初の目標より少なくなりご迷惑をかける部分もあるが、県内生産者の皆さんが米を生産し、また作った米が売れることが大事だと思うので、今後も県内の採種農家の皆さんと連携しながら取り組んでいきたいと考えている。
　二つ目の地域ブランドについて、「にこまる」は県外で採種している品種ではあるが、天空の郷で有名になった。高温に強い特性を持っており、今後は、高温に対する適応性を考えながら、県内の品種を選んでいかないといけないと考えている。

　ブランドに振り回されることになってはいけないが、中山間地域では中生の品種を中心に、その地域の特徴を生かした取組を応援していきたいし、県の特徴は伝えていきたいと考えている。
（地域農業推進課長）

○土佐茶は、これまで県内でのＰＲがされていなかったこともあり、認知度が低かった。今回の取組のなかで、良い評価も出てきているので、県内での露出を高め、「土佐茶」を知ってもらえる取組を続けていきたいと思っている。
現在、土佐茶カフェでは、販売をしながら土佐茶の淹れ方についての情報発信に取り組んでいるが、お店の2階スペースで講習会ができないかという提案もＮＰＯからいただいており、一緒に考えていきたいと思っている。
県外に向けての販売となると、生産量が少ないので、高知のお茶のどこに強みがあるか、しっかり分析をしたいと考えている。9月には、「まるごと高知」で土佐茶のクールティーを出すことになっており、クールティーなどの飲み方の提案等も、勉強して取り組んでいきたいと考えている。

（畜産振興監）
○子牛価格に、枝肉価格が反映されていないということは承知している。飼料高騰や、枝肉価格の低迷など全国的に厳しいなか、全農こうちは、全国を上回る価格となっており頑張っている。しかし、まだ子牛価格に反映されるまでには至っていないので、Ｈ19年度並の子牛価格に底上げしていきたい。全農、生産者と一体となって取り組んでいきたい。
（戸田部会員）
○グリーン・ツーリズムについて、黒潮町蜷川集落でのそば打ち体験などで宿泊に405名来ているが、内容や広報について教えてほしい。また、どのような方が来られたのか。

（地域農業推進課長）

○蜷川では、ワラジ編みや川遊び等の田舎体験をしていただいている。幡多観光と連携して行っているものや、県外の学校からの申込み等があり、通年ではないが地域にお客さんが来ている。蜷川には学校跡の宿泊施設もあり、ソバ打ち体験用のソバを栽培するといった動きも出始めたところ。
（戸田部会員）

○個人的な印象だと、高知といえばブルー・ツーリズムと思っていたが、グリーン・ツーリズムもあり、高知は観光資源があるなと感じた。

○「こうち体験ツーリズム旅行商品開発等委託事業」について、Ｈ23年度の計画はどうなっているか。

（地産地消・外商課長）

○グリーン・ツーリズムについては、Ｈ23年度から観光振興部に事務が移管されているので、今日は詳細が分からない。
（戸田部会員）

○分かりました。観光コンベンションは、旅行会社と近く、高知セラーの役割も担っているので、どちらかというと、そちらの方で商品を作って売り出す。ここにある蜷川などは売れ筋ではないかと思うので、これを商品化していくというやり方もあるのではないか。　旅行会社を通じて委託事業をされるのであれば、そちらにも力を入れると県外のお客さんも来るだろうし、広がりが出るのではないかと思う。
（大山部会員）
○産業振興計画の農業分野の取組は、一つ一つ前へ進んでいると思う。ただ、農業全体で言えば、産出額も農業従事者も減っている。売り方はたくさんあると思うが、供給力や生産基盤が落ちているので、これをどうしていくかが課題である。専業農家の力が弱まっているなか、補強する方法が何かないかと感じている。　

認定農業者や新規就農者、経営改善へのバックアップにも取り組まれているが、特に経営改善では、経営が悪いから直すということだけではなく、良いものも更に良くしていく、そういう全体の力をつけていく取組が必要ではないかと感じている。
（環境農業推進課長）

○経営不振農家の経営改善については、Ｈ19年度から取り組んできたものを産業振興計画に位置づけ、対象農家130戸のうち、30～40％は経営が改善されてきている。今後は、普通の経営状態の方々を、どうやってさらに良くしていくかが重要と考えている。ＪＡ高知中央会が中心となって、経営診断のシステムをＪＡグループで動かすことになっており、現在８ＪＡに参加していただいている。個々の農家の経営診断が、このシステムでできるようになるので、これも含めて、経営不振に陥らないようにする取組も、ＪＡと一緒に進めていきたい。
（久松部会員）

○ＪＡ高知中央会のシミュレーションでは、10年後には農業従事者が4万戸から2万戸になり、生産額は35％落ちるという予測もされている。10年後を見据えた時に、2万戸の農家で、現在の生産額である1,000億円を維持するためにどういう絵を描くか、ビジョンがないといけない。どこかで議論し、絵を作らないといけないというのは、以前から思っていることなので、ぜひお願いしたい。
（野村部会員）

○農畜産物の生産に、これだけの苦労があるのかと感じる一方で、売る方はこれで良いのかと思う。地産外商に取り組んでいるが、丸投げで後が続かない。作った物を、どう売っていくかに対しては、意見や疑問がたくさんあるので、時間があれば後で述べたい。

（八百屋部会員）

○本日、議論していただいたことは、9月12日の第2回フォローアップ委員会で報告することとなっている。

これまでの取組については、一つ一つ進んでおり、農産物の販路開拓や環境保全型農業の推進、集落営農組織の取組も進んでおり、新規就農者も増えてきている。各取組の項目については、「目標が達成できている、あるいは目標達成にはまだ至ってないものも、次につながる成果が得られている。また、課題が新たに見えてきている」ということを、次の第2回フォローアップ委員会で報告することについて、了解いただいてよろしいか。
《異議なし》
【　休　憩　】

●議題３　「産業団体との意見交換の概要及び次のステージの方向性について」
～　説明内容については省略　～

～　意見交換　～
（大山部会員）

○6次産業化や拠点ビジネスづくりについて、6次産業の分野へ農業者が入っていくのは、リスクが高い。6次産業化を進める場合、別の分野とマッチングする場合と、農業者が自ら踏み込んでいく場合と2つあると思うが、どういうイメージを持っているか。

（地域農業推進課長）

○6次産業化の取組方は、農業者自ら加工・販売まで取り組む場合と、加工業者とマッチングさせる場合と2つあると考えている。
マッチングについては、プロのノウハウを生かしながら、農業者にメリットのあるものは支援していきたいと考えている。
農業者自らが加工・販売まで行う場合は、確かにリスクがあるしノウハウも十分ではないが、6次産業化法に基づいて、国が各県に6次産業化を目指す方への支援体制を構築しており、取り組むまでの段階も含めた支援策が用意されている。また、県でも、ものづくりの地産地消センターや農商工連携など、いろんな形での支援策が準備されているし、一農業者の方でも、トマトの加工までやっているというような人もいるので、そういった事例を参考にしながら、どのような支援をしていけるか検討していきたい。

（八百屋部会員）

○一個人で、そういった取組をするのは難しいが、企業的経営体になれば可能性は出てくるし、ＪＡ自らが加工に取り組んでいるユズなどは、これまで施設整備もしてきており、これらも含め、6次産業化に取り組んでいくということになろうかと思う。
（大山部会員）

○高知県の場合は、農家個人の基盤が小さく、また県自体の基盤も小さいので、十分検討して、生産者の力が分散していかないように取組を進めてほしい。プロと組んでやること等も大事と思うので、検討してほしい。

（八百屋副部長）

○これまでの意見を踏まえると、基盤が弱ってきているので、産地の強化のために、まとまりのある園芸産地づくりや、担い手の育成といった政策を進めていくという点。販売については、いろんな売り方があるので、そこへの対応の強化をする必要があるという点。また、先ほど議論のあった6次産業化の取組。いずれにしても、最終的には、どうやって農家所得を上げていくかということになるので、それに向けた次のステージの施策を協議、検討していくことになろうかと思う。
　
●議題４　「東日本大震災による県内経済への影響に対する高知県の対応について（報告）」

～　説明内容については省略　～

～　意見なし　～
●その他

（野村部会員）

○県には、助成や指導をいただいており、アンテナショップでもお世話になっている。フーデックスやスーパーマーケットトレードショーでも商談の幅が広がった。参加した者の意見としては、県は金を出して丸投げする場合が多いと感じる。公社でできるのに、なぜこの人が？という方が来ていたりする。外販組合もある。コンベンション協会もある。なぜ一体となってできないのかと感じる。

○野村商店では、豆に高知のもの（ほうじ茶、生姜、ユズ、文旦、青のり）をコーティングして販売している。深層水や、やなせたかし、ホビー館、ほにや等とのコラボもやっている。農業でも良いものができているはず。売り方をどうしていくかが大事。
○高知フェアなどもやっているが、人気があるものや、継続して売れるものは残していかないといけない。丸投げすると続かない。

○修学旅行など高知で体感してもらうことが大事。カヌーや波乗りなどいろいろあるし、ロッジやバンガローなどで、自分で取ったものでタタキづくりや自炊をしてもらう。いろいろなことを体感することで、子供達が大きくなって、またリピーターになってくれるのではないかと思う。
●閉会
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